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南部生涯学習センター(沼隈支所３階) 

福山市沼隈町草深 1889 番地 6 

ＴＥＬ９８０－７７１３  

ＦＡＸ９８７－２３８２ 

E-mail: nanbu-syougai-gakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp 

福山市ホームページ（URL:http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/）から「あしだがわ」で検索！ 

                                     

 

                

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１４３号                          ２０１６年 ９月 

視覚障
しかくしょう

がい等
とう

の理由
り ゆ う

がある人
ひと

のために，営利
え い り

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
て ん じ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 

●駐車場は沼隈支所南

側をご利用ください。 

● 入場無料 

● 主  催   

南部生涯学習センター 

お問い合せ   

電 話 084-980-7713 

FAX 084-987-2382 

子どもたちの 

そんな声から 

この講座を 

することに 

しました。 

市民団体 

ねこみみ の紹介 

市民団体ねこみみ

は人と猫が平和に

共存できる生活を

送れるようサポー

トすることを目的

に活動しています。 

「近所に 

すてられた 

動物がいます。 

どうしてあげたら 

いいの？」 

絵：「あみボラ」メンバー 中学生のみなさんの共同制作 

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

９月１日が「防災の日」ということはご存知でしょうか？ 

災害と聞いて頭に思い浮かぶことはどんなことがあるでしょう。東日本大震災，広島土砂災害，熊

本大震災・・・などを思い浮かべた人も多いと思います。福山市でいうと，今年６月に起きた大雨の

影響で山手や瀬戸が浸水し，水呑では土砂崩れが発生しました。「ここまで被害を受けるとは思わなか

った・・・」と被害状況にたくさんの人が驚いたと思います。福山市は瀬戸内の温暖な気候の影響で

あまり災害のイメージがありませんでしたが，今回の豪雨や他県の震災を考えると決して他人ごとで

はない，と感じます。もしもの時を想定してできる準備を行い，必要な知識を身につけておく必要が

あります。 

また，災害が発生した後の避難所での生活においても様々な課題があります。ここ最近では、避難

所生活における人権が問題視されています。例えば，避難所での連絡事項の伝達が音声のみで行われ

れば，耳が不自由な人にまで情報が伝わりません。小さい子を連れた親は周囲の目を気にして避難所

の外で生活を送ったという報道もありました。被災時は誰しもが自分の事で精一杯になっています。

そんな災害時であっても平常時と変わらず，揺るぎない人権感覚を私たちが持ち続けることはとても

重要なことだと思います。 

各学区でも住民学習が行われていますが，そういった多様な学習機会を通して人と人との繋がりの

大切さを意識するとともに互いの人権を尊重し，ともに生きる社会の一員として適切に対応できる態

度を身につけることが大切です。 

あらゆる人権が尊重された社会を実現することは，災害に強い地域をつくりあげることにも繋がる

と思います。 

 

 

 

 

どうして９月１日なのでしょうか・・・？ 

 理由は３つあります。１つ目は，関東大震災が発生した日であること。２つ目は，暦の上では二百

十日に当たり台風シーズンを迎える時期であること。3 つ目は，１９５９年（昭和３４年）９月２６

日の「伊勢湾台風」により戦後最大の被害を被ったことが契機となり，地震や風水害等に対する心構

えを育成するため，です。 

 官報資料には，「政府，地方公共団体など関係諸機関はもとより，広く国民の一人一人が台風，高潮，

津波，地震などの災害について，認識を深め，これに対処する心構えを準備しようというのが，『防災

の日』の狙いである。もちろん，災害に対しては，常日頃から注意を怠らず，万全の準備を整えてい

なければならないのであるが，災害の発生を未然に防止し，あるいは被害を最小限に止めるには，ど

うすればよいかということを，みんなが各人の持場で，家庭で，職場で考え，そのための活動をする

日を作ろうということで，毎年９月 1 日を『防災の日』とすることになったのである。」と制定の主

旨が記されています。 

 

※ omusubi（おむすび）はシニア世代

と大学生とクリエイターが協力してつ

くる見守りや世代間交流を目指した東

灘区の情報誌です。 

● 駐車場あります。 

● 手話通訳あります。 

● 入場無料です。 

● 主   催 南部生涯学習センター 

  お問い合せ 電話 094-980-7713 ／ 7714 

  FAX 084-987-2382 

●E-Mail  nanbu-shougai-gakusyuu@city.fukuyama.hiroshima.jp 



 

 

城西校区人権学習講座は，地域のつながりや絆を大切にしながら，日々の暮らしの中に人権意

識を広く根づかせることを目的に毎年開催し，今年で３４周年を迎えます。 

[主  催]  城西校区人権学習講座実行委員会 

[参加団体]   泉学区人権学習推進協議会／山手学区人権

学習推進協議会／泉学区まちづくり推進委

員会／山手学区まちづくり推進委員会／城

西中学校／城西中学校 PTA／泉小学校／泉

小学校 PTA／山手小学校／山手小学校

PTA／郷分幼稚園／山手保育所／西山手保

育所／かやの会（在住行政職員の会）／部落

解放同盟山手支部／泉公民館／山手公民館

／山手コミュニティセンター／南部生涯学

習センター 

[問合せ先]   南部生涯学習センター 

(℡９８０－７７１３） 

日本語字幕あり。 上映時間 １時間４６分 

講師の中村さんから，プロ野球選手に

なる前から現在のスーパーの仕事に

就くまでの苦労話や，やりがいなどを

お話していただきます。 

主催 南部生涯学習センター 

お問い合せ・申込 

電話 ：094-980-7713／7714 

FAX ：084-987-2382 

定員：５０人（先着順） 

質問コーナーもあります！ 

質問を考えてきてね！ 

 

まちパス２５Ｐ対象事業 



 

今日の午後からの活動では，図書館へ行き，８月２６日にある「セロ弾きの

ゴーシュ」という絵本をテーマにした「切り絵の世界」というイベントのお手

伝いをしました。背景の飾り付けの下書きなどに取り組みました。 

 

午前中は図書館に行き，草刈りをしました。体勢を低くして落ち葉を拾ったり暑いし，大変だっ

たけど最後は，行った時よりきれいになってよかったです。 

午後は，図書館の２階で吉田路子さんの切り絵

の展示が始まりました。来場者へのあいさつ，ま

ちづくりパスポートの配布，呼び込み役などをし

ました。呼び込みを聞いてきてくださった方も多

数おられてとてもうれしかったです。 

 

午前中は，広報紙の帳合をしました。帳合とは，印刷物を束にまとめた

りする作業です。最初はやり方が分からなくて手際よくできなかったです

が，教えてもらう中で慣れてできるようになりました。帳合作業は今後も

いろんな仕事の場面や働く際に役に立つと思います。これからの体験でも

役に立つことはどんどん吸収し生活に活かしていきたいです。 

 

午後，瀬戸コミュニティセンターに行きました。ピースメッセージを各学校ごとに分けたりする

作業をしました。たくさんのピースメッセージが集まったらしくその数は過去最高だったそうで

す。集められた，ピースメッセージは千羽鶴として，２０１７年８月６日に平和公園へ持っていく

そうです。明日は 100 円モーニングというイベントに参加します。たくさん 

のお年寄りの方々に喜んでいただけるように活動していきたいと思います。 

 

南部生涯学習センターで働いてみて，市役所は事務職だけでなく様々なイベ 

ントや暑くてすごく大変な草刈りなどの活動も行っていることが分か

りました。将来就きたい仕事として「市役所で働く」ということも考

えていけたらいいなと思いました。 

 

   

 

 

ベべ 

 

８月２２日から８月２６日の５日間，千年中学校の２年生３人が職場体験に来ました。ホームページには，１日

ごとに作成した壁新聞も掲載していますので，ぜひご覧ください。（９月１２日（月）まで展示しています。） 


